
 

平成23年度 上下水道部 経営計画書 

 

部署名 上下水道部 

役職・氏名 部長 谷田 孝史 

上下水道部 経営方針 

● 部の使命 

上水道は、市民生活や産業経済活動に欠くことのできないライフラインです。災害に強く、

高品質な水道水を供給するため、高水準な施設整備を推進して「いつでも  どこでも  安全で  

おいしい水を」 給水します。 

下水道は、快適な生活環境整備だけでなく、自然から預かった「たからもの」の水を使用後、

高度処理して還す自然環境を守る近代的なライフラインです。「下水道 水から聞こえる あ

りがとう」を心に下水道事業を推進します。 

● 部の基本方針 

① 安全で良質な水が飲めるまちを目指して、上水道の水源別、配水管エリアを結ぶ連絡管の敷設を進めます。 

② 安全で良質な水が飲めるまちを目指して、上水道、基幹施設の耐震化を進めます。 

③ 安全で良質な水が飲めるまちを目指して、将来の上水道水源構成の再編を検討するため、新規水源調査を実施します。 

④ きれいな水を未来へ渡すまちを目指して、下水道の複数処理区を、さらに統合して合理化を進めます。 

⑤ きれいな水を未来へ渡すまちを目指して、下水道事業の進捗に資する経営健全化のため、供用開始区域内の接続推進

を図ります。 

● 平成23年度 部のスローガン 築いて磨こう 「市民の夢 ・ 未来」 支えるライフライン 

部署内経営資源 

構成人員 

正職員 臨時職員等 計 

当初予算 

（うち人件費） 

上水道事業会計 1,486,211千円 

下水道特別会計 1,715,095千円 

     （335,980）千円 

43人 9人 52人 

 

上下水道部 重点事項 

重点事項 具体的な取組内容 成果目標 進捗状況 達成状況 

1 

上水道、邑

久・長船連絡

管の敷設 

主に福山浄水場から給水している旧

邑久牛窓水道企業団の管轄区域と、主

に長船水源地から給水している旧長

船町区域を連絡管で接続し、災害時に

一方の水源のみで応急給水できるよ

うにします。 

平成 23 年度は上笠加、

片山入口から北へ280ｍ

を実施。  

（全延長 2,400m を平成

31 年度末までに完成さ

せ連結する予定。） 

10月から施工中

で、24年2月末

に完了予定。 

H24年2月28日 

今年度分の布設

を完了 

NS-DIPφ300 

L=２８７ｍ  

2 

上水道、基幹

施設の耐震化 

福山浄水場は耐震化工事を、牛窓配水

池は新規築造すべきと耐震診断され

たので、福山を優先して実施します。

福山は5年間、その後、牛窓は2年間

で完成の見込みです。 

福山浄水場の管理棟と、

ろ過池の耐震化工事を

実施する。 

福山浄水場の管

理棟の耐震化工

事は11月完了。

ろ過池は24年3

月完了の予定。 

管理棟耐震化工事 

完了Ｈ23.11.28 

ろ過池耐震化工事

完了H24.3.14 

今年分、達成 

3 

上水道、新規

水源調査 

福山浄水場は、耐震補強工事を実施し

て当面、延命化を図る計画ですが、い

ずれ全面的に更新か別水源利用か検

討が必要です。新水源へ変更では、新

送水管の敷設を順次進めておく必要

があるため早期に調査します。 

浄水コストが低い地下

水が豊富と見込まれる、

長船水源の近郊などで、

新規水源調査を実施す

る。 

10月25日発注。

24年3月に完了

する予定。 

邑久・長船で  

ボーリング調査。

利用可能な長船

で揚水試験完了 

H24年2月20日 

９４３㎥╱日 

4 

下水道の統

合、合理化 

瀬戸内市の下水道は、過去、着手年度

が離れた小さな処理区が乱立し、それ

ぞれ浄化センターがあるため、さらに

合理化を進めます。 

長船処理区の浄化セン

ターを、最も新しい長船

中央処理区の浄化セン

ターへの統合を進める。 

2 浄化センター

統合のための計

画書作成中、年

度末完成見込。 

２処理区統合計画

フレーム値の作成

完了。273.2 h a 

１０,６３０人 

5 

下水道への接

続推進 

下水道事業の経営健全化には、利用者

を増やし、使用料収入を増加させる必

要があります。下水道の処理区によっ

ては、接続率が供用開始後6ヶ月で、

3 割を越えたところもあったが、利用

可能なメディアを使い施設の利用を

もっと促進する。 

引き続き、供用開始する

予定区域へパンフレッ

トを配布するとともに、

市ホームページへ下水

道接続利用推進欄を作

成。 

広報紙へも掲載する。 

供用開始した区

域内の全世帯へ

詳細なパンフレ

ットを配布しま

した。 

供用開始区域内

の水 洗 化 率 

(下水道接続率) 

63.6%を達成 

  ※戸数算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなが知恵を出しあい助けあうまち
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内

市民と行政が協働で進める自主自立した都市の実現

活力ある産業と魅力ある観光都市の創出

安全で良質な水が飲めるまち

きれいな水を未来へ渡すまち

安全・安心で快適な暮らしの実現

健やかでいきいきとした暮らしの実現

未来に輝く人づくりと文化の創造

 

 

 


